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整 理 番 号  2022P-080 

補助事業名  2022年度 検診車の整備 補助事業 

補助事業者名  公益財団法人岩手県予防医学協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

今回、新たに導入する胃部X線デジタル検診車は、がん検診の受診者増を図ることで、

がんの早期発見・早期治療につなげることを目的に整備いたしました。 

 

（２）実施内容 

 胃部Ｘ線デジタル検診車（https://www.aogiri.org/jka2022/） 

◆車両の外観 
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◆掲載機器 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆使用状況 

 2023年1～2月 仮稼働 10日稼働 1日の平均処理人数：26名 

    3月   仮稼働 予定 

 2023年4月   本稼働 1日の処理人数：25名を目標 

 

２ 予想される事業実施効果 

この検診車の特徴は、検査装置に大病院・基幹病院にて採用されているFPD（Flat 

Panel Detector）と、GPU搭載型高速画像処理エンジンを搭載していることです。従来

に比べ、X線の感度が高く､より少ないX線量で撮影できるため、被ばくの低減化が図ら

れます。また、画像を高速で瞬時に処理できるため、検査時間・待ち時間の短縮につ

ながります。更に、高画質でノイズの少ない鮮明な画像を得ることができ、より正確

な診断が可能となります。また、小型化と軽量化が可能となったことから、撮影室を

よりコンパクトにでき、その分待合室を広くすることで、密になることなく、ゆった

りとした環境での検査が可能となります。 

これらのことから、短時間でより多くの人の受診が可能となり、更に早期の胃がん

発見にも威力を発揮します。当協会は、同検診車の特徴を最大限に活かし、年間約180

日稼働させ、年間検診受入数約4,500人（1日平均：25名）を目指します。 
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３ 補助事業に係る成果物 

  ◆当協会機関誌「健康いわて 第325号 2023年冬号 1/20発刊」11頁に掲載 
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◆盛岡タイムズ掲載記事 2023年1月19日（木） 
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◆岩手朝日テレビ「スーパーJ-チャンネルいわて」で放送 2023年1月17日（火） 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人岩手県予防医学協会 

（コウエキザイダンホウジンイワテケンヨボウイガクキョウカイ） 

住   所： 〒020-8585 

岩手県盛岡市北飯岡四丁目8番50号 

代 表 者： 会長 本間 博（ホンマ ヒロシ） 

担 当 部 署： 企画広報課（キカクコウホウカ） 

担 当 者 名： 課長補佐 田川 雅博（タガワ マサヒロ） 

電 話 番 号： 019-638-7185 

F A X： 019-637-1278 

E - m a i l： info＠aogiri.org 

U R L： https://www.aogiri.org 
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